
81◆自治体法務研究 2020・冬

解
説
・

福
島
　
雅
博

）

総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課

行
政
第
三
係
長

（

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
筆
者
の
意
見

に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断

り
し
て
お
く
。

２　

分
権
提
案
の
経
緯
・
趣
旨

令
和
元
年
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に

お
い
て
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
支
出
方
法
に
災
害

時
に
お
け
る
立
替
払
を
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
提

案
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
。

以
下
「
自
治
法
」
と
い
う
。）
第
２
３
２
条
の
５
第

２
項
に
限
定
列
挙
さ
れ
て
い
る
普
通
地
方
公
共
団
体

の
支
出
方
法
に
災
害
時
に
お
け
る
立
替
払
を
追
加
す

る
こ
と
で
、
迅
速
か
つ
円
滑
な
災
害
応
急
対
策
活
動

の
実
施
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
提
案
団
体
か
ら
の
提

案
で
あ
り
、
過
去
の
大
規
模
災
害
発
生
時
に
庁
舎
が

被
災
し
、
財
務
シ
ス
テ
ム
が
使
用
不
可
と
な
り
、
通

常
の
会
計
処
理
が
不
可
能
と
な
っ
た
こ
と
や
、
行
政

１　

は
じ
め
に

令
和
元
年
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に

お
い
て
、「
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
の

実
施
方
針
」（
平
成
26
年
４
月
30
日
地
方
分
権
改
革

推
進
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
地
方
公
共
団
体
か
ら
提

案
が
な
さ
れ
、
本
稿
に
関
係
す
る
提
案
を
含
む
「
令

和
元
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方

針
」（
令
和
元
年
12
月
23
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
対

応
方
針
」
と
い
う
。）
が
策
定
さ
れ
た
。

◇
令
和
元
年
の
地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対

応
方
針
（
令
和
元
年
12
月
23
日
閣
議
決
定
）

（
１
）
地
方
自
治
法
（
昭
22
法
67
）

普
通
地
方
公
共
団
体
の
支
出
の
方
法
（
２
３
２

条
の
５
第
２
項
）
に
つ
い
て
は
、
災
害
時
の
や
む

を
得
な
い
場
合
に
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が
、

必
要
な
経
費
を
簡
易
な
手
続
で
迅
速
に
支
出
で
き

る
運
用
方
法
を
、
地
方
公
共
団
体
に
令
和
元
年
度

中
に
通
知
す
る
。

以
下
、
対
応
方
針
に
基
づ
き
発
出
さ
れ
た
「
非
常

災
害
時
に
お
け
る
資
金
前
渡
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
３
月
31
日
付
け
総
行
行
第
84
号
、
各
都

道
府
県
総
務
部
長
、
各
都
道
府
県
議
会
事
務
局
長
、

各
指
定
都
市
総
務
局
長
、
各
指
定
都
市
議
会
事
務
局

長
宛
総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
通
知（
以
下「
通

知
」
と
い
う
。））」
を
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

行
政
通
知
の
読
み
方
・
使
い
方

連
載

第
22
回
連
載

第
22
回

この連載では、自治体法務に
関わる行政通知を取り上げ、
通知の発出元に、発出の背景
や読み方、使い方などを解説
していただきます。

非
常
災
害
時
に
お
け
る
資
金
前
渡
の
取
扱
い
に
つ
い
て

）

（
令
和
２
年
３
月
31
日
総
行
行
第
84
号
、
各
都
道
府
県
総
務
部
長
、
各
都
道
府
県
議
会
事
務
局
長
、	

各
指
定
都
市
総
務
局
長
、
各
指
定
都
市
議
会
事
務
局
長
宛　

総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
通
知
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活
動
に
必
要
な
ガ
ソ
リ
ン
等
の
購
入
に
つ
い
て
納
入

可
能
業
者
か
ら
緊
急
的
に
現
金
で
の
購
入
を
必
要
に

迫
ら
れ
た
と
き
に
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て
購
入
す

る
た
め
の
現
金
が
な
い
状
況
で
あ
り
、
資
金
前
渡
を

し
よ
う
に
も
金
融
機
関
も
被
災
し
て
い
る
た
め
、
災

害
応
急
対
策
活
動
に
支
障
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
対
応
が
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

３　

分
権
提
案
に
対
す
る
対
応
の
概
要

（
１
）
現
行
制
度
の
全
般
の
解
説

地
方
公
共
団
体
の
支
出
に
関
す
る
規
定
は
、
自
治

法
第
２
３
２
条
の
５
第
１
項
に
お
い
て
、「
普
通
地

方
公
共
団
体
の
支
出
は
、
債
権
者
の
た
め
で
な
け
れ

ば
、
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
と
い
う
原

則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
以
前
は
、
債
権
者
以
外
の

者
に
対
し
て
支
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て

い
た
が
、
昭
和
38
年
の
改
正
に
よ
り
、「
支
払
の
効

果
が
債
権
者
に
及
ぶ
よ
う
に
」
と
の
意
味
で
、「
債

権
者
に
対
し
て
」
よ
り
も
「
債
権
者
の
た
め
」
と
い

う
広
い
表
現
が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
支
出
に
当
た
っ
て
は
、
債
務
の
金
額
が
確

定
し
て
い
る
こ
と
、
支
払
の
期
限
が
到
来
し
て
い
る

こ
と
、
支
出
の
相
手
方
が
正
当
な
債
権
者
で
あ
る
こ

と
が
必
要
と
解
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
支
出
の
原
則
を
徹
底
さ
せ
た
場
合
に

は
、
経
理
運
営
上
不
便
が
少
な
く
な
い
た
め
、
経
理

事
務
を
円
滑
化
す
る
た
め
に
、
自
治
法
第
２
３
２
条

の
５
第
２
項
で
は
、
通
常
の
支
出
方
法
の
特
例
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

○
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）

第
２
３
２
条
の
５　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
支
出

は
、
債
権
者
の
た
め
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ
を
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２　

普
通
地
方
公
共
団
体
の
支
出
は
、
政
令
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
資
金
前
渡
、
概
算
払
、

前
金
払
、
繰
替
払
、
隔
地
払
又
は
口
座
振
替
の

方
法
に
よ
つ
て
こ
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
回
の
通
知
に
お
い
て
は
、
前
述
の
支
出
の
特
例

の
う
ち
、
資
金
前
渡
に
お
け
る
運
用
上
の
取
扱
い
が

示
さ
れ
て
い
る
。

資
金
前
渡
と
は
、
特
定
の
経
費
に
つ
い
て
、
自
治

法
第
１
６
８
条
第
１
項
に
規
定
す
る
会
計
管
理
者

が
、
普
通
地
方
公
共
団
体
の
職
員
に
概
括
的
に
経
費

の
金
額
を
交
付
し
て
現
金
支
払
を
さ
せ
る
こ
と
で

あ
っ
て
、
当
該
現
金
の
交
付
を
受
け
る
資
金
前
渡
職

員
は
、
交
付
を
受
け
た
経
費
の
目
的
に
従
っ
て
債
務

を
負
担
し
、
そ
の
債
務
を
履
行
す
る
た
め
に
、
正
当

債
権
者
に
対
し
て
現
金
を
も
っ
て
支
払
を
す
る
制
度

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
小
口
支
払
、
多
人
数
に
対
す
る

少
額
支
払
、出
納
職
員
所
在
地
外
に
お
け
る
支
払
等
、

直
ち
に
現
金
支
払
を
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
事
務
取

扱
い
に
不
便
で
あ
り
、
又
は
支
障
を
来
す
よ
う
な
経

費
に
つ
い
て
、
支
出
の
特
例
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
債
権
者
又
は
債
権
金
額
が

未
確
定
で
あ
り
、
履
行
期
も
到
来
し
て
い
な
い
場
合

に
、
正
当
債
権
者
で
な
い
当
該
地
方
公
共
団
体
の
職

員
等
に
現
金
を
交
付
し
、
そ
の
職
員
等
の
領
収
書
を

も
っ
て
、
一
旦
支
出
が
完
結
し
た
も
の
と
し
て
取
り

扱
い
、支
出
と
し
て
整
理
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、

支
出
の
原
則
に
対
し
例
外
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
支
出
の
原
則
の
例
外
で
あ
る
た
め
、
資
金

前
渡
が
で
き
る
経
費
の
範
囲
は
、
通
常
の
支
出
の
方

法
に
よ
っ
て
は
、
事
務
の
取
扱
い
に
支
障
を
及
ぼ
す

よ
う
な
経
費
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
、
地
方
自

治
法
施
行
令
（
昭
和
22
年
政
令
第
16
号
。
以
下
「
自

治
令
」
と
い
う
。）
第
１
６
１
条
第
１
項
に
限
定
列

挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
同
条
第
２
項
で
は
、

歳
入
の
誤
納
又
は
過
納
と
な
っ
た
金
額
を
払
い
戻
す

必
要
が
あ
る
と
き
に
つ
い
て
、
同
条
第
３
項
で
は
、

特
に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
の
普
通
地
方
公
共
団

体
の
職
員
に
対
し
て
も
資
金
前
渡
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
資
金
前
渡

に
関
す
る
詳
細
な
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
各

地
方
公
共
団
体
の
財
務
規
則
や
会
計
事
務
処
理
要
領

等
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
主
に
、
資
金
前
渡
職
員
の

指
定
、
資
金
前
渡
金
の
保
管
や
精
算
、
支
出
負
担
行
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為
と
し
て
整
理
す
る
時
期
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

○
地
方
自
治
法
施
行
令（
昭
和
22
年
政
令
第
16
号
）

（
資
金
前
渡
）

第
１
６
１
条　

次
に
掲
げ
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

当
該
普
通
地
方
公
共
団
体
の
職
員
を
し
て
現
金

支
払
を
さ
せ
る
た
め
、
そ
の
資
金
を
当
該
職
員

に
前
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
十
一
（
略
）

十
二　

非
常
災
害
の
た
め
即
時
支
払
を
必
要
と

す
る
経
費

十
三
～
十
七
（
略
）

２　

歳
入
の
誤
納
又
は
過
納
と
な
つ
た
金
額
を
払

い
戻
す
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
例

に
よ
り
、
そ
の
資
金
（
当
該
払
戻
金
に
係
る
還

付
加
算
金
を
含
む
。）
を
前
渡
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

３　

前
２
項
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
前
渡
は
、
特

に
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
他
の
普
通
地
方
公
共

団
体
の
職
員
に
対
し
て
も
こ
れ
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。　

（
２
）
分
権
提
案
に
関
す
る
対
応
方
針

ま
ず
、
提
案
団
体
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
自
治
法
第

２
３
２
条
の
５
第
２
項
に
限
定
列
挙
さ
れ
て
い
る
普

通
地
方
公
共
団
体
の
支
出
方
法
に
災
害
時
に
お
け
る

立
替
払
を
追
加
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

私
費
立
替
払
と
し
て
、
歳
出
予
算
外
の
支
出
を
す
る

こ
と
で
あ
り
、
予
算
が
な
く
て
も
、
ま
た
予
算
配
当

が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
超
え
て
支
出
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
予
算
執
行
の
秩
序
を
乱
し
、
職
員
の
不
適
正
な

立
替
え
と
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
制
度
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
提
案
団
体
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

よ
う
に
大
規
模
災
害
時
等
に
お
い
て
は
、
庁
舎
等
の

倒
壊
や
会
計
処
理
シ
ス
テ
ム
の
ダ
ウ
ン
等
に
よ
り
通

常
の
会
計
処
理
が
不
可
能
と
な
る
事
態
が
起
こ
っ
て

お
り
、
今
後
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
南
海
ト
ラ
フ

地
震
や
首
都
直
下
型
地
震
に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

災
害
時
に
お
い
て
も
、
公
金
の
立
替
払
は
、
支
出

負
担
行
為
に
基
づ
か
な
い
歳
出
予
算
外
の
支
出
を
す

る
こ
と
で
あ
り
、
予
算
が
な
く
て
も
、
ま
た
予
算
配

当
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を
超
え
て
支
出
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
な
ど
、
予
算
執
行
の
秩
序
を
乱
す
こ
と
に
な
る

こ
と
か
ら
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

や
、
ま
た
、
国
に
お
い
て
も
立
替
払
は
制
度
化
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
立
替
払
を
自
治
法
第

２
３
２
条
の
５
第
２
項
の
支
出
の
特
例
に
加
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
た
が
、
提
案
に
あ
る
よ

う
な
災
害
時
に
お
け
る
ケ
ー
ス
の
整
理
は
必
要
と
考

え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
立
替
払
と
同
様
の
効
果
と
な

る
運
用
が
可
能
か
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
非
常
災
害
の
た
め
即
時
支
払
を
必
要
と

す
る
経
費
が
認
め
ら
れ
て
い
る
資
金
前
渡
に
着
目

し
、
現
行
の
支
出
の
特
例
制
度
（
資
金
前
渡
）
に
お

け
る
運
用
上
の
取
扱
い
が
整
理
さ
れ
た
。

自
治
令
第
１
６
１
条
第
１
項
第
12
号
に
お
け
る
非

常
災
害
の
た
め
即
時
支
払
を
必
要
と
す
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
従
前
よ
り
資
金
前
渡
の
対
象
と
さ
れ
て
い

る
が
、
通
常
で
あ
れ
ば　

・	

必
要
に
応
じ
て
資
金
前
渡
金
を
用
意
し
、
職
員
が

当
該
現
金
に
よ
り
支
出

・	

事
前
に
一
定
程
度
の
資
金
前
渡
金
を
用
意
し
て
お

き
対
応
（
常
時
資
金
）

な
ど
に
よ
り
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
、前
述
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
通
常
の
対
応
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
運
用
に
つ
い
て

は
あ
る
程
度
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。資

金
前
渡
の
制
度
は
、
前
述
の
と
お
り
、
自
治
令

第
１
６
１
条
第
１
項
に
個
別
列
挙
さ
れ
て
い
る
現
金

支
払
に
つ
い
て
、
原
則
は
債
権
者
又
は
債
権
金
額
が

未
確
定
で
あ
り
、
履
行
期
も
到
来
し
て
い
な
い
場
合

に
、
正
当
債
権
者
で
な
い
当
該
地
方
公
共
団
体
の
職

員
等
に
現
金
を
交
付
し
、
そ
の
職
員
等
の
領
収
書
を

も
っ
て
、
一
旦
支
出
が
完
結
し
た
も
の
と
し
て
取
り

扱
う
も
の
で
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
、
同
条
で
定
め

る
経
費
で
あ
れ
ば
、
債
権
金
額
や
債
権
者
が
確
定
し

て
い
る
経
費
で
あ
っ
て
も
、
資
金
前
渡
の
方
法
に
よ
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り
支
出
す
る
こ
と
は
可
能
と
解
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
事
例
と
し
て
、
資
金
前
渡
に
よ
る
旅
費

の
精
算
払
に
お
い
て
は
、
選
挙
事
務
、
災
害
調
査
等

で
、
多
く
の
職
員
が
旅
行
命
令
に
よ
り
市
内
出
張
を

す
る
と
き
、
出
張
が
終
わ
っ
た
後
で
精
算
額
を
資
金

前
渡
職
員
と
し
て
支
払
わ
せ
る
と
い
う
取
扱
い
は
可

能
と
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
場
合
の
経
費
は
、
自
治
令

第
１
６
１
条
第
１
項
第
４
号
に
規
定
す
る
給
与
そ
の

他
の
給
付
に
該
当
）。

ま
た
、
自
治
法
第
２
３
２
条
の
３
で
は
、
普
通
地

方
公
共
団
体
の
支
出
の
原
因
と
な
る
べ
き
契
約
そ
の

他
の
行
為
（
以
下
「
支
出
負
担
行
為
」
と
い
う
。）
は
、

法
令
又
は
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
こ
れ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

当
然
な
が
ら
、
支
出
の
特
例
と
な
る
資
金
前
渡
も

支
出
負
担
行
為
の
範
囲
内
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
こ
の
支
出
負
担
行
為
と
し
て
整
理
す
べ
き
時

期
に
つ
い
て
は
、
各
地
方
公
共
団
体
の
財
務
規
則
等

で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
資
金
前
渡
に
つ
い
て
は
「
資

金
を
前
渡
す
る
と
き
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
例
が
多

い
（
国
に
お
い
て
も
「
支
出
負
担
行
為
等
取
扱
規
則

（
昭
和
27
年
大
蔵
省
令
第
18
号
）」
に
よ
り
同
様
に
規

定
さ
れ
て
い
る
。）。

以
上
を
踏
ま
え
、
災
害
に
よ
り
通
常
の
手
段
で
支

払
が
実
施
で
き
ず
、
緊
急
的
に
現
場
の
職
員
に
よ
る

支
出
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
の
支
出
を
資
金
前
渡
に

よ
り
精
算
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
運
用
上

の
取
扱
い
と
し
て
通
知
に
よ
り
発
出
さ
れ
た
。

（
３
）
通
知
の
内
容

通
知
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
提
案
団
体
が
求
め
る

災
害
時
に
お
け
る
支
出
に
対
し
て
は
、
自
治
法
第

２
３
２
条
の
５
第
２
項
に
基
づ
く
資
金
前
渡
の
運
用

上
の
取
扱
い
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
さ
れ
、
そ
の
取
扱
い
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
事
項

が
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
通
知
に
つ
い
て
は
、
非
常
災
害
時
に
お
け

る
資
金
前
渡
の
取
扱
い
に
つ
い
て
基
本
的
な
考
え
方

が
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
各
地
方
公
共
団
体
で
策

定
さ
れ
て
い
る
会
計
事
務
に
つ
い
て
の
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
へ
、通
知
の
取
扱
い
を
反
映
す
る
な
ど
、

運
用
上
の
具
体
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
各
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
ど
の
程
度
ま
で
非
常
災
害
時
の

支
出
を
必
要
と
す
る
か
、
個
別
に
整
理
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

以
下
は
、
通
知
の
内
容
で
あ
る
。

①
通
知
の
対
象
と
な
る
範
囲
に
つ
い
て

通
知
で
は
、
自
治
令
第
１
６
１
条
第
１
項
第
12
号

に
規
定
さ
れ
る
資
金
前
渡
に
よ
る
支
払
が
可
能
で
あ

る
「
非
常
災
害
の
た
め
即
時
支
払
を
必
要
と
す
る
経

費
」
を
根
拠
と
し
て
、
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。

通
知
本
文
で
は
、「
地
方
公
共
団
体
又
は
指
定
金

融
機
関
等
が
被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
支
払
い

に
必
要
と
な
る
前
渡
金
の
用
意
が
困
難
で
あ
る
場
合

を
対
象
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
災
害
に
よ
る
被
災
か
ま
で
は
指
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、
令
和
元
年
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提

案
募
集
で
提
案
の
あ
っ
た
災
害
時
の
支
出
と
は
、
台

風
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
、
物

理
的
に
地
方
公
共
団
体
や
金
融
機
関
等
が
被
災
し
た

場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
急
に
現

金
を
引
き
出
し
た
い
が
、
被
災
に
よ
り
引
き
出
せ
な

い
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。

②
資
金
前
渡
の
事
務
処
理
に
つ
い
て

通
知
で
は
、
非
常
災
害
時
に
お
け
る
資
金
前
渡
に

つ
い
て
、
お
お
ま
か
な
事
務
処
理
の
方
法
が
次
の
と

お
り
示
さ
れ
て
い
る
。

非
常
災
害
時
に
お
い
て
緊
急
的
に
公
金
（
現
金
）

の
支
出
が
必
要
と
な
る
職
員
（
以
下
「
現
場
職
員
」

と
い
う
。）
は
、
当
該
支
出
の
相
手
方
が
正
当
な
債

権
者
と
な
り
得
る
か
（
契
約
履
行
の
確
実
性
、
契
約

を
締
結
す
る
能
力
の
有
無
等
）
を
確
認
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、通
常
の
契
約
時
と
同
様
に
、

緊
急
時
で
あ
っ
て
も
公
金
支
出
の
相
手
方
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
か
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た
め
で

あ
る
。

次
に
、
実
際
に
現
場
で
の
支
出
を
す
る
際
に
は
、

現
場
職
員
は
所
属
長
等
（
支
出
命
令
者
）
へ
、
公
金

の
支
出
が
必
要
と
な
る
契
約
内
容
及
び
支
出
予
定
額
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を
連
絡
し
、
所
属
長
等
か
ら
支
出
の
事
前
承
諾
を
得

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
点
で
支

出
負
担
行
為
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
予
算

の
範
囲
内
で
の
支
出
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

で
、
予
算
執
行
の
秩
序
を
守
る
た
め
必
要
と
考
え
ら

れ
る
。

事
前
承
諾
に
関
し
て
は
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
通

知
で
示
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め
各
地
方
公
共
団

体
で
事
前
承
諾
の
ル
ー
ル
や
連
絡
体
制
を
構
築
し
て

お
く
こ
と
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
取
扱
い
が
可
能
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。

○　

所
属
長
等
は
、
現
場
職
員
か
ら
連
絡
の
あ
っ
た

契
約
内
容
が
、
緊
急
に
必
要
な
物
品
等
で
あ
り
、

か
つ
現
金
に
よ
る
支
払
に
よ
ら
な
け
れ
ば
対
応
が

困
難
で
あ
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
承
諾
を

行
う
も
の
と
す
る
。

○　

現
場
職
員
か
ら
所
属
長
等
へ
の
連
絡
に
関
し
て

は
、
非
常
災
害
時
に
通
信
が
つ
な
が
ら
な
い
場
合

等
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
承
諾
に
つ
い

て
は
事
案
（
支
出
内
容
、
上
限
金
額
等
）
ご
と
に

分
類
し
た
上
で
、
そ
の
取
扱
い
を
事
前
決
定
し
て

お
く
こ
と
に
よ
り
連
絡
は
不
要
と
す
る
こ
と
も
可

能
で
あ
る
。

○　

現
場
職
員
の
所
属
組
織
で
所
管
を
し
て
い
な
い

支
出
予
算
（
災
害
復
旧
費
等
）
に
よ
り
支
出
を
行

う
場
合（
所
属
長
と
支
出
命
令
者
が
異
な
る
場
合
）

に
は
、
所
属
長
等
か
ら
当
該
予
算
を
所
管
す
る
組

織
へ
確
認
を
取
る
な
ど
、
適
切
に
対
応
を
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
事
前
承
諾
を
得
た
現
場
職
員
は
、
支
払

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
際
、
支
払
相
手
方

か
ら
現
場
職
員
を
宛
名
（
団
体
名
・
所
属
名
及
び
氏

名
）
と
す
る
領
収
書
を
受
領
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
後
の
精
算
時
に
お
い
て
、
支
出
の
証

明
を
す
る
も
の
と
な
る
た
め
、
領
収
書
に
は
、
現
場

職
員
の
氏
名
だ
け
で
な
く
、
地
方
公
共
団
体
と
し
て

の
支
出
と
し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
団
体
名
と
所
属

名
の
記
載
の
あ
る
領
収
書
を
受
領
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
後
日
、
指
定
金
融
機
関
等
の
機
能
復
旧

等
に
よ
り
前
渡
金
の
準
備
が
可
能
と
な
り
次
第
、
速

や
か
に
現
場
職
員
が
支
出
し
た
経
費
を
含
む
当
該
災

害
に
要
す
る
経
費
に
係
る
資
金
前
渡
に
つ
い
て
支
出

負
担
行
為
及
び
支
出
命
令
を
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い

る
（
そ
の
際
に
現
場
職
員
を
宛
名
と
す
る
領
収
書
を

参
考
資
料
と
し
て
添
付
）。
こ
れ
に
よ
り
、
資
金
前

渡
職
員
は
、
現
場
職
員
（
債
権
者
）
が
支
出
し
た
経

費
を
当
該
前
渡
金
に
よ
り
精
算
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
場
合
、
資
金
前
渡
職
員
と
現
場
職
員
が

同
一
と
な
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
必
ず
し
も

資
金
前
渡
職
員
と
現
場
職
員
が
異
な
る
必
要
は
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

４　

お
わ
り
に

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
非
常
災
害
時
に
お
け
る

支
出
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
運
用
上
の
取
扱
い
と
し

て
資
金
前
渡
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
通

知
に
よ
り
明
確
化
さ
れ
た
。
昨
今
、
頻
繁
に
発
生
す

る
自
然
災
害
等
の
非
常
時
に
は
、
住
民
に
と
っ
て
身

近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
地
方
公
共
団
体
の
取
組

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
必
要
な
取
組
を
滞
ら
せ
な
い

た
め
に
は
、
今
回
示
さ
れ
た
資
金
前
渡
に
よ
る
支
出

の
運
用
上
の
取
扱
い
に
つ
い
て
十
分
御
留
意
い
た
だ

い
た
上
で
、
非
常
時
の
行
政
運
営
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
。

通
知

非
常
災
害
時
に
お
け
る
資
金
前
渡
の
取
扱
い
に

つ
い
て

令
和
元
年
地
方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
に

お
い
て
、
災
害
時
の
公
金
の
支
出
の
取
扱
い
に
つ
い

て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

本
提
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭

和
22
年
法
律
第
67
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第 ）

（
令
和
２
年
３
月
31
日
総
行
行
第
84
号
、
各
都
道
府
県
総
務
部
長
、

各
都
道
府
県
議
会
事
務
局
長
、
各
指
定
都
市
総
務
局
長
、
各
指
定

都
市
議
会
事
務
局
長
宛　

総
務
省
自
治
行
政
局
行
政
課
長
通
知
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２
３
２
条
の
５
第
２
項
に
基
づ
く
資
金
前
渡
の
運
用

上
の
取
扱
い
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
そ
の
取
扱
い
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
事
項
を
取

り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
下
記
の
と
お
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
方
公
共
団
体
で
策
定
さ
れ
て
い
る
会

計
事
務
に
つ
い
て
の
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
へ
、

本
通
知
の
取
扱
い
を
反
映
す
る
な
ど
、
適
切
な
対
応

を
お
願
い
し
ま
す
。

各
都
道
府
県
総
務
部
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
貴

都
道
府
県
内
の
市
区
町
村
（
指
定
都
市
を
除
く
。）

の
長
及
び
議
会
の
議
長
に
対
し
て
も
、
こ
の
趣
旨
を

周
知
願
い
ま
す
。

な
お
、
本
通
知
は
、
法
第
２
４
５
条
の
４
第
１
項

に
基
づ
く
技
術
的
な
助
言
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え

ま
す
。

記

１　

本
通
知
の
対
象
と
な
る
範
囲
に
つ
い
て

本
通
知
は
、
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22
年
政

令
第
16
号
）
第
１
６
１
条
第
１
項
第
12
号
に
規
定
さ

れ
る
資
金
前
渡
に
よ
る
支
払
い
が
可
能
で
あ
る
「
非

常
災
害
の
た
め
即
時
支
払
い
を
必
要
と
す
る
経
費
」

に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
又
は
指
定
金
融
機
関
等
が

被
災
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
支
払
い
に
必
要
と
な
る

前
渡
金
の
用
意
が
困
難
で
あ
る
場
合
を
対
象
と
す
る
。

２　

資
金
前
渡
の
事
務
処
理
に
つ
い
て

本
通
知
の
対
象
と
な
る
非
常
災
害
時
に
お
け
る
資

金
前
渡
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
は
、
次
の
事
務
処
理

の
流
れ
を
参
考
と
し
適
切
に
対
処
さ
れ
た
い
。

①　

非
常
災
害
時
に
お
い
て
緊
急
的
に
公
金（
現
金
）

の
支
出
が
必
要
と
な
る
職
員
（
以
下
「
現
場
職
員
」

と
い
う
。）
は
、
当
該
支
出
の
相
手
方
が
正
当
な

債
権
者
と
な
り
う
る
か
（
契
約
履
行
の
確
実
性
、

契
約
を
締
結
す
る
能
力
の
有
無
等
）を
確
認
す
る
。

②　

現
場
職
員
は
所
属
長
等
（
支
出
命
令
者
）
へ
、

公
金
の
支
出
が
必
要
と
な
る
契
約
内
容
及
び
支
出

予
定
額
を
連
絡
し
、
所
属
長
等
か
ら
支
出
の
事
前

承
諾
を
得
る
。

※　

所
属
長
等
は
、
現
場
職
員
か
ら
連
絡
の
あ
っ

た
契
約
内
容
が
、
緊
急
に
必
要
な
物
品
等
で
あ

り
、
か
つ
現
金
に
よ
る
支
払
い
に
よ
ら
な
け
れ

ば
対
応
が
困
難
で
あ
る
か
に
つ
い
て
確
認
し
た

う
え
で
承
諾
を
行
う
も
の
と
す
る
。

※　

現
場
職
員
か
ら
所
属
長
等
へ
の
連
絡
に
関
し

て
は
、
非
常
災
害
時
に
通
信
が
つ
な
が
ら
な
い

場
合
等
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
前
承
諾

に
つ
い
て
は
事
案
（
支
出
内
容
、上
限
金
額
等
）

ご
と
に
分
類
し
た
う
え
で
、
そ
の
取
扱
い
を
事

前
決
定
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り
連
絡
は
不
要
と

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

※　

現
場
職
員
の
所
属
組
織
で
所
管
を
し
て
い
な

い
支
出
予
算
（
災
害
復
旧
費
等
）
に
よ
り
支
出

を
行
う
場
合
（
所
属
長
と
支
出
命
令
者
が
異
な

る
場
合
）
に
は
、
所
属
長
等
か
ら
当
該
予
算
を

所
管
す
る
組
織
へ
確
認
を
取
る
な
ど
、
適
切
に

対
応
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

③　

事
前
承
諾
を
得
た
現
場
職
員
は
、
支
払
い
を
実

施
。
そ
の
際
、
支
払
相
手
方
か
ら
現
場
職
員
を
宛

名
（
団
体
名
・
所
属
名
及
び
氏
名
）
と
す
る
領
収

書
を
受
領
す
る
。

④　

後
日
、
指
定
金
融
機
関
等
の
機
能
復
旧
等
に
よ

り
前
渡
金
の
準
備
が
可
能
と
な
り
次
第
、
速
や
か

に
③
の
経
費
を
含
む
当
該
災
害
に
要
す
る
経
費
に

か
か
る
資
金
前
渡
に
つ
い
て
支
出
負
担
行
為
及
び

支
出
命
令
を
実
施
す
る
。（
そ
の
際
に
現
場
職
員

を
宛
名
と
す
る
領
収
書
を
参
考
資
料
と
し
て
添

付
。）
資
金
前
渡
職
員
は
、
現
場
職
員
（
債
権
者
）

が
支
出
し
た
③
の
経
費
を
当
該
前
渡
金
に
よ
り
精

算
す
る
。

以
上


